
日に

本児
橋ビ
ーB

Tヨ

東
京

。

め目
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
中
央
区
日
本
橋

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）

一
二
月
～
二
〇
〇

一
年
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
日
本
橋

一
丁
目
遺
跡
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
仲
光
克
顕

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
市
跡

（町
屋
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

・
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

日
本
橋

一
丁
目
遺
跡
は
、
洪
積
層
か
ら
な
る
日
本
橋
台
地
上
に
立
地
す
る
。

こ
の
一
帯
は
、
い
わ
ゆ
る
江
戸
前
島
に
あ
た
り
、
五
街
道
の
起
点
で
あ
る
日
本

橋
が
あ
る
。
日
本
橋
周
辺
は
江

戸
の
中
で
も

一
等
地
で
、
江
戸

時
代
を
通
じ
て
商
業
地
と
し
て

栄
え
て
い
た
。

調
査
地
は
、
日
本
橋
か
ら
約

Ｄ

入
Ｏ
ｍ
南
東
に
位
置
す
る
万
町

立ロ
紬
　
の

一
部
で
、
天
正

一
人
年

（
一

棘

五
九
〇
）
の
家
康
入
府
後
に
形

成
さ
れ
た
町
地
の

一
角
に
あ
た

る
。
当
該
地
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
町
地
で
あ
り
、
そ
の
初
期
か
ら
幕
末
ま
で

の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
唯

一
の
遺
跡
で
あ
る
。
調
査
面
積
は

約

一
〇
〇
〇
ポ
で
あ
る
。

確
認
さ
れ
た
生
活
面
は
、
上
位
の
第

一
面
か
ら

一
四
面
を
数
え
る
。
検
出
さ

れ
た
遺
構
は
お
お
よ
そ
五
二
〇
基
で
あ
る
。
主
な
遺
構
は
、
石
組
下
水

・
下
水

木
樋

・
下
水
枝
樋

・
穴
蔵

・
土
蔵
址

・
胞
衣
埋
納
遺
構
な
ど
で
あ
る
。
中
で
も
、

穴
蔵
は
三

一
基
、
土
蔵
址
は

一
人
基
と
非
常
に
濃
密
な
分
布
を
み
せ
、
江
戸
の

商
業
の
中
心
地
を
象
徴
す
る
。
ま
た
、
石
組
下
水
ど
う
し
の
間
隔
に
よ
り
、
遺

跡
地
が
万
町
の
中
で
も
四

・
五

・
六
番
の
土
地
に
該
当
す
る
こ
と
が
わ
か
つ
た
。

遺
物
は
、
多
量
の
陶
磁
器
、
瓦
類
の
ほ
か
に
、
漆
器
や
下
駄
を
は
じ
め
と
し
た

木
製
品
も
良
好
な
状
態
で
出
土
し
た
。

木
簡
は
、
第

三
二
面

（
一
六
三
〇
年
代
か
ら
一
六
四
〇
年
代
頃
ま
で
）
で
は
四
七

一
号
穴
蔵

（
一
占
じ
。
四
五
五
号
土
坑

全
一一占
一
。
四
五
三
号
土
坑

（四
占
ё
及
び

遺
構
外

（一
百
一
、
第

一
二
面

（
三
ハ
五
七
年
の
明
暦
の
大
火
の
頃
）
で
は
四
五
〇

号
建
物

（
一
占
一
・
四
二
六
号
井
戸

（
一
点
▼

四
二
四
号
土
抗

（
一
点
▼

四
二

〇
号
焼
土
整
理
坑

（
一
占
一
、
第
七
面

（
一
七
〇
〇
年
代
か
ら
一
七
三
〇
年
代
ま

で
）
で
は
四

一
六
号
穴
蔵

（
一
占
一
、
第
六
面

（
一
七
四
〇
年
代
か
ら
一
七
六
〇
年

代
頃
ま
で
）
で
は
遺
構
外

（
一
点
）、
第
四
面

（
一
七
七
二
年
の
目
黒
行
人
坂
大
火
の

頃
）
で
は
二
六
九
号
穴
蔵

（
一
占
一
、
第
三
面

（
一
七
七
〇
年
代
頃
）
で
は
三
三
人

号
穴
蔵

（
一
占
じ
、
第

一
面

（
一
人
三
〇
年
代
か
ら
一
八
六
〇
年
代
頃
ま
で
）
で
は

一

三
号
穴
蔵

（
一
占
こ
か
ら
出
土
し
た
。
総
計
は

一
九
点
に
の
ぼ
る
。



第

一
三
面
の
四
七

一
号
穴
蔵
は
、
本
遺
跡
中
最
も
古
い
穴
蔵
で
、
南
北
約

二

・
七
ｍ
東
西
約
二

。
一
ｍ
、
床
面
ま
で
の
深
さ
は
約
○

・
四
〇
ｍ
が
遺
存
し

て
い
た
。
四
五
五
号
土
坑
は
、
南
北
二

・
四
ｍ
以
上
東
西
約

一
・
四
ｍ
、
深
さ

約
○

。
二
ｍ
を
測
る
不
整
形
の
土
坑
。
四
五
三
号
土
坑
は
南
北
三

・
八
六
ｍ
東

西
二

。
一
ｍ
深
さ
〇

・
六
四
ｍ
を
測
る
不
整
形
の
土
坑
。
木
製
品
の
ほ
か
大
型

植
物
遺
体
や
バ
カ
貝
な
ど
が
多
量
に
出
土
し
て
お
り
、
ゴ
ミ
穴
と
考
え
ら
れ
る
。

第

一
二
面
の
四
五
〇
号
建
物
は
、
南
北

一
・
二
人
ｍ
東
西

一
・
三
〇
ｍ
の
範

囲
に
石
材
や
根
太

・
杭

。
立
位
の
板
材
を
検
出
し
た
も
の
で
、
全
体
の
規
模
は

不
詳
。
四
二
六
号
井
戸
は
、
二
四
枚
の
側
板
を
竹
釘
と
竹
の
籠
で
接
合
し
た
桶

側
を
も
つ
溜
井
戸
。
径
○

・
八
〇
ｍ
深
さ

一
・
七
三
ｍ
を
測
る
。
四
二
四
号
土

坑
は
、
南
北
二

・
三
四
ｍ
東
西
二

・
二
人
ｍ
深
さ
○

。
一
四
ｍ
の
隅
九
長
方
形

の
上
坑
。
四
二
〇
号
焼
土
整
理
坑
は
東
西
三

・
四
〇
ｍ
南
北
二

・
八
〇
ｍ
深
さ

○

・
三
三
ｍ
の
不
整
形
を
呈
す
る
。
火
災
の
後
片
付
け
の
た
め
に
掘
ら
れ
た
土

坑
で
あ
ろ
う
。

第
七
面
の
四

一
六
号
穴
蔵
は
、
南
北
約
二

・
七
二
ｍ
東
西

一
。
人

一
ｍ
深
さ

一
・
六
五
ｍ
を
測
る
。
本
遺
跡
で
最
も
多
量
の
遺
物
が
出
土
し
た
遺
構
で
、
全

体
の
三
分
の
一
に
の
ぼ
る
。
火
災
後
の
後
片
付
け
に
伴
う
遺
構
と
み
ら
れ
る
。

第
四
面
の
二
六
九
号
穴
蔵
は
、
東
西
二

。
一
ｍ
前
後
、
南
北

一
・
入
ｍ
程
を

測
る
。
第
三
面
の
三
三
人
号
穴
蔵
は
、
南
北
二

。
一
六
ｍ
東
西

一
・
四
人
ｍ
深

さ

一
。
二
四
ｍ
を
測
る
。
第

一
面
の
一
三
号
穴
蔵
は
、
南
北
二

。
一
〇
ｍ
東
西

一
・
八

一
ｍ
を
測
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

第

一
三
面
五
番
地
遺
構
外

一
括

ω
　
「却炉
趾町

②

　

「上
国
国

日

回

」

第

一
三
面
四
七

一
号
穴
蔵

①
　
。
「
。
新
銅
俗
副
上
水
之
渡
分
　
　
　
　
」

。
「　
上
者
大
ふ
し
　
長
ほ
り
三
町

ｏ　
　
　
　
　
　
　
七
郎
右
衛
門
な

百
入
　
　
　
　
　
　
　
　
」

第

一
三
画
四
五
五
号
土
坑

⑭
　
。
□
能
登
守
荷
物

蜘帥舷酪絲
伊
藤
弥
三
左
衛
門

・
巳
ノ
六
月
七
日
　
　
　
　
一爪
な
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性
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2005年出土の木簡

回事□

々□れ目

⑤
　
・
「

名
□々
　
　
」

ｏ
　

口

回

第
一
三
面
四
五
三
号
土
坑

０
　
。
「⑬
百
九
拾
壱
入
　
□
□
□

・
「

徳
大
　
□

働
　
。
「
＜
新
□
て
　
さ
ふ

。
「
＜
同
Ｈ
Ｈ
Ｗ
Ｈ
Ｈ
回

．０

　

「山
田
屋
口
国
」

⑩

　

「□
□
上
回
か
し
久
□

『
Ｏ
Ｘ

ド
伽
中
×
い
　
０
ド
Ｆ

（
Ｐ
い
ヽ
）
×
〕
”
ｋ

や
　
０
∞
牌

（
中
博
０
）
×
や
ω
×
Ю
　
Ｏ
枷
四

（
ド
中
卜
）
Ｘ
ω
Φ
Ｘ
９
　
０
∞
Φ

Ｐ
∞
］
×
ψ
ド
Ｘ

博
　
ｏ
Ｐ
Ｐ

戯
尺
∞
Φ
）
Ｘ
輸
］∞
　
Ｏ
ω
Ｐ

第

一
二
面
四
五
〇
号
建
物

⑪
　
。
「銀
将
」

。
「本立
　　」

第

一
二
画
四
三
六
号
井
戸

⑫
．

「ひ
し
お
」

第

一
二
面
四
■
四
号
土
坑

⑬
．　
。
「納
騨
錮
人
様
・　
　
長
左
衛
門
」

ｊ浮
ノ正二□押
日
　
螢
屋

第
一
二
面
四
二
０
号
焼
土
整
理
坑

一⑭

　

口
□
日

回
日

回

」

第
七
面
四
一
六
号
穴
蔵

⑮
　
。「詭甜
辟
主
間
」

。「
爺筒
〕
毀
挙
」

∞
９
×

］
∞
Ｘ
Ｏ

　

ｏ
Ｏ
Ｆ

戯
８
×
輌
０
　
０ａ

〕
〕
ω
×

ヽ
∞
×
５
　

０
Ｐ
博

（
〕
∝
０
）
×
０
〕
※
ミ
　
Ｏ
Ｐ
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ф
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第
六
面
六
番
地
遺
構
外

一
括

ｍ

　

。
「

。
「

第
四
面
三
六
九
号
穴
蔵

側

　

「上
伊
勢
屋
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甫
μＰ泉
価
］
ｏ鐵

第
二
面
三
二
人
号
穴
蔵

①
　
。
「
。

『
□
卿
嘲
覧
日
」
（表
面
）

（焼
印
）

。
「
。
欧
凹
梱
□
　
」
（裏
面
）

。
「　
新
行
□
　
　
」
（左
側
面
）
　
　
　
　
　
　
∞受
認
溢

ｏ富

第

一
面
一
三
号
穴
蔵

⑩

　

お
を
た
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（］０

さ
癸
い
寓
Ｐ

⑪
は
荷
札
と
み
ら
れ
、
下
半
を
欠
損
す
る
。
②
は
曲
物
の
蓋
で
あ
る
。
表
面

に
墨
書
が
み
ら
れ
、
内
容
物
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

「上
」
の

字
の
み
判
読
で
き
た
。
０
は
荷
札
で
、
表
面
に
は
町
名
及
び
店
名
、
こ
の
店
が

荷
物
を
受
け
取
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
に
は
荷
の
名
、
数
量
と
送
り
主

及
び
そ
の
町
名
が
記
さ
れ
る
。
い
も
荷
札
と
み
ら
れ
、
上
端
部
が
欠
損
す
る
。

表
面
に
は
家
中
名
と
宛
名
、
送
り
主
の
名
が
記
さ
れ
、
裏
面
に
は
送

っ
た
日
付

と
送
り
元
の
地
名
が
記
さ
れ
る
。
⑤
は
性
格
不
明
で
あ
る
が
、
日
付
な
ど
が
記

さ
れ
て
お
り
、
荷
札
か
も
し
れ
な
い
。
０
も
荷
札
と
み
ら
れ
る
が
、
判
読
不
能

で
あ
る
。
上
下
と
も
欠
損
す
る
。
０
は
荷
札
と
み
ら
れ
、
下
端
部
が
久
損
す
る
。

表
面
に
は
荷
の
数
量
が
記
さ
れ
る
が
、
裏
面
に
つ
い
て
は
不
明
瞭
で
あ
る
。

①
も
荷
札
と
み
ら
れ
、
下
端
及
び
右
側
の
一
部
が
欠
損
す
る
。
０
も
荷
札
と
み

ら
れ
る
。
下
方
と
側
面
に
は
木
釘
の
痕
跡
が
残
ち
。
片
面
の
み
に
送
り
主
の
店

名
が
み
ら
れ
る
。
⑩
は
曲
物
の
蓋
で
あ
る
。
表
面
に
墨
書
が
あ
り
、
こ
の
容
器

に
容
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
「上
」
と

「か

し
」
の
字
の
み
判
読
で
き
た
。
⑪
は
将
棋
の
駒
。
⑫
は
警
の
容
器
の
蓋
か
。
⑬

も
荷
札
と
み
ら
れ
、
上
端
の
一
部
を
欠
損
す
る
。
表
面
に
は
、
荷
の
宛
先
及
び

送
り
主
が
、
裏
面
に
は
差
出
し
場
所
と
期
日
が
記
さ
れ
る
。
⑭
も
荷
札
と
み
ら

れ
る
。
上
端
部
を
欠
損
し
、
全
体
に
湾
曲
し
て
い
る
。
⑮
は
中
村
座
の
芝
居
入

場
券
で
、
土
間
と
い
う
観
客
席
の
札
で
あ
る
。
丁
寧
に
角
の
面
取
が
施
さ
れ
、

「中
村
」
の
焼
印
が
捺
さ
れ
る
。
表
面
の
墨
書

「土
間
」
や
裏
面
の
陰
刻

「正
」
は
、
部
分
的
に
文
字
を
縁
取
り
彫
刻
し
て
あ
り
、
使
用
後
の
い
た
ず
ら

と
思
わ
れ
る
。
芝
居
入
場
券
は
、
管
見
の
限
り
唯

一
の
出
土
例
で
あ
る
。
的
の

札
は
出
入
商
人
用
の
門
札
の
可
能
性
が
あ
り
、
上
方
に
穿
孔
が
な
さ
れ
る
。
裏

涯日理昂極懇口理む纂
御回 日 札
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面
に
は
判
読
不
能
の
焼
印
が
ニ
カ
所
に
施
さ
れ
、
こ
の
札
の
使
用
者
名
が
記
さ

れ
る
。
ｕ
は
曲
物
の
底
板
で
あ
る
。
側
面
三
カ
所
に
倒
板
を
留
め
て
い
た
木
釘

が
残
存
す
る
。
墨
書
は
山
物
ご
と
販
売
し
て
い
た
商
品
の
店
名
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
⑬
は
荷
札
と
み
ら
れ
、
上
方
に
穿
孔
が
認
め
ら
れ
る
。
表
面
に
日
付
と

本
遺
跡
地
で
あ
る

「万
町
」
の
焼
印
が
施
さ
れ
る
。
一暴
面
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、

「宿
」
の
字
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
荷
の
届
け
先
が
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
左
側
面
に
も
墨
書
が
み
ら
れ
る
特
異
な
札
で
あ
る
。
⑬
は
、

右
辺
の
一
部
以
外
周
囲
を
欠
損
す
る
が
、
荷
札
と
み
ら
れ
る
。
片
面
に
名
字
と

み
ら
れ
る
人
名
が
墨
書
さ
れ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
中
央
区
教
育
委
員
会
の
清
水
聡
氏
の
ご
教
示

を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

日
本
橋

一
丁
目
遺
跡
調
査
会

『日
本
橋

一
丁
目
遺
跡
』
０
一〇
Ｑ
二
年
）

仲
光
克
顕

「江
戸
、
日
本
橋
に
お
け
る
町
屋
の
様
相
」
（坂
詰
秀

一
先
生
古
希

記
念
論
文
集

『考
古
学
の
諸
相
』
Ⅱ
、
二
〇
〇
六
年
）

（仲
光
克
顕

〈中
央
区
教
育
委
員
会
》

丞
Ｔ

日
本
橋
二
丁
目
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
■
）
一
一
月
～
二
〇
〇
〇
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
日
本
橋
二
丁
目
遺
跡
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
仲
光
克
顕

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
市
跡

（町
屋
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

。
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

日
本
橋
二
丁
目
遺
跡
は
、
日
本
橋
か
ら
約
二
五
〇
ｍ
南
に
位
置
し
、
約

一
〇

〇
ｍ
西
に
は
中
央
通
り

（旧
日
本
橋
通
り
）
が
南
北
に
展
開
す
る
。
当
該
地
は
、

天
正

一
人
年

（
一
五
九
〇
）
の

徳
川
家
康
入
府
後
に
形
成
さ
れ

た
入
堀
の
一
角
に
あ
た
る
。
寛

永

一
五
年

（
三
全
天
）
に
は

幕
府
奥
医
師
久
志
本
氏
が
拝
領

し
て
い
る
た
め
、
少
な
く
と
も

こ
の
頃
に
は
埋
め
立
て
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
久
志
本
家

拝
領
後
、
程
な
く
町
人
に
貸
地

2005年出上の木簡

(15)表

(東京東北部)


